
遺産分割協議書
相続人全員で話し合った内容を書き、全員が署名して実印を押します（ひな形）。

令和　　年　　月　　日、（住所） （氏名）

の死亡によって開始した相続の共同相続人である 、

、 は、その相続財産について、次のとおり遺産分割の協

議を行った。

１　相続財産のうち、下記の不動産は、 が相続する。

２　相続財産のうち、下記の預貯金は、 が相続する。

　（金融機関・支店  種類  口座番号 ）

３　この協議書に書いていない財産が後から見つかったときは、 が相続する。

この協議の成立を証するため、本協議書を　　通作成して、それぞれに署名、押印し、各自1通を保有

するものとする。

令和　　年　　月　　日

住所 

氏名 　実印

住所 

氏名 　実印

住所 

氏名 　実印

記

土地　所在  地番  地目  地積 ㎡

建物　所在  家屋番号

　　　種類  構造  床面積 1階 ㎡ 2階 ㎡

書き方：不動産は登記事項証明書のとおりに書く。相続人全員が住所と氏名を自分で書き、実印を押す。印鑑証明書を相続人ごとに1通付け

る。出典：法務局「登記申請書の記載例（相続による所有権移転登記・遺産分割）」（2026/11/05 確認）
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